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業
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全浴連理事会開かれる
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全国公衆浴場業生活
衛生同業組合連合会

東京都千代田区
東神田１－１０－２

ＴＥＬ０３（５６８７）２６３５
購読料　１部  １００円

　平成２４年度の第５４回全国公衆浴場業者神奈川県

大会と全浴連総会は６月１１日（月）、横浜市内の

「ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテ

ル」で開催される（写真）。地元の神奈川県組合

では現在、役職員一丸となって準備をすすめてお

り、多数の組合員の参加を呼びかけている。
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の
誘
引
に
つ
な
げ
る
た
め
、

映
画
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
る
。

　
映
画
「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ

エ
」
が
、
大
ヒ
ッ
ト
・
ロ
ン

グ
ラ
ン
上
映
さ
れ
る
こ
と
を

熱
望
す
る
。

◇

あ
ら
す
じ

　
古
代
ロ
ー
マ
の
浴
場
設
計

技
師
ル
シ
ウ
ス
（
阿
部
寛
）

は
、
生
真
面
目
す
ぎ
る
性
格

か
ら
時
代
の
変
化
に
つ
い
て

い
け
ず
、
職
を
失
っ
て
し
ま

う
。
落
ち
込
ん
だ
彼
は
、
友

人
に
誘
わ
れ
て
公
衆
浴
場
を

訪
れ
る
が
、
そ
こ
で
突
然
、

現
代
日
本
の
銭
湯
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
出
会
っ
た
の
は
、
漫
画

家
志
望
の
真
実
（
上
戸
彩
）

た
ち
偐
平
た
い
顔
族
做、
つ
ま

り
日
本
人
だ
っ
た
。
日
本
の

風
呂
文
化
に
衝
撃
を
受
け
た

ル
シ
ウ
ス
は
古
代
ロ
ー
マ
に

戻
る
と
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を

利
用
し
て
大
き
な
話
題
を
呼

ぶ
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
繰

り
返
す
ル
シ
ウ
ス
は
、
ロ
ー

マ
で
浴
場
技
師
と
し
て
の
名

声

を

得

て

い

く

の

だ

が

…
…
。
風
呂
を
愛
す
る
２
つ

の
民
族
が
時
空
を
超
え
て
出

会
っ
た
時
、
世
界
の
歴
史
が

大
き
く
動
き
出
す
。

援
ポ
ス
タ
ー
の
掲
載
を
全
組

合
員
に
要
請
し
た
。
さ
ら

に
、
京
都
府
・
大
阪
府
・
兵

庫
県
、
愛
知
県
、
千
葉
県
組

合
な
ど
で
は
、
新
規
利
用
者

　
日
よ
り
全
国
公
開
さ
れ

２８た
。
　
全
浴
連
で
は
、
日
本
の
誇

る
風
呂
文
化
を
多
く
の
国
民

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
応

　
古
代
ロ
ー
マ
と
現
代
日
本

の
「
お
風
呂
」
を
巡
る
冒
険

を
描
い
た
、
時
空
を
超
え
た

入
浴
ス
ペ
ク
タ
ル
映
画
「
テ

ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」
が
４
月

映
画「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」全
国
東
宝
系
公
開

空
前
の偐
お
風
呂
做ブ
ー
ム
到
来
　!?

　
尖
閣
列
島

問
題
な
ど
が

あ
り
、
現
在

日
中
間
は
ギ

ク
シ
ャ
ク
と

し
た
所
が
あ

る
よ
う
に
見

受

け

ら

れ

る
。し
か
し
、視
点
を
国
民
レ

ベ
ル
で
見
る
と
違
っ
た
側
面

を
見
る
事
が
出
来
る
よ
う
で

あ
る
▼
中
国
国
内
で
中
国
人

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

結
果
を
ネ
ッ
ト
で
見
る
事
が

出
来
る
。
例
え
ば
メ
イ
ド
イ

ン
ジ
ャ
パ
ン
の
印
象
は
と
の

問
い
に
対
し
て
多
い
順
か

ら
、品
質
が
良
い（
八
割
）、デ

ザ
イ
ン
が
綺
麗
、
高
級
感
が

あ
る
、安
全
性
が
高
い
、製
品

の
種
類
が
多
い
と
続
き
、
特

に
優
れ
た
所
が
な
い
と
答
え

た
人
は
僅
か
一
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
り
、
圧
倒
的
に
中
国
人

の
日
本
製
品
に
対
す
る
評
価

の
高
さ
が
伺
え
る
▼
又
日
本

の
ど
の
よ
う
な
所
に
興
味
が

あ
り
ま
す
か
と
の
問
い
に
対

し
て
、食
べ
物
、ア
ニ
メ
・
漫

画
、
伝
統
文
化
、
電
化
・
電

子
製
品
、
温
泉
、
ハ
イ
テ
ク

技
術
等
と
続
き
、
興
味
が
な

い
人
は
僅
か
五
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
で
あ
っ
た
▼
日
本
に
行

き
た
い
で
す
か
と
の
問
い
に

対
し
て
は
七
割
を
超
え
る
人

が
ハ
イ
と
答
え
て
お
り
、
行

き
た
く
な
い
理
由
で
一
番
多

い
の
は
費
用
が
高
い
か
ら
と

日
本
語
が
話
せ
な
い
か
ら
で

あ
り
、
興
味
は
あ
る
が
日
本

が
嫌
い
だ
か
ら
と
答
え
た
の

は
そ
の
中
で
僅
か
三
割
の
人

だ
け
だ
っ
た
▼
日
本
に
行
っ

た
ら
ど
こ
に
行
き
た
い
か
と

の
問
い
に
対
し
て
一
番
多
い

の
は
温
泉
で
実
に
六
割
を
超

え
て
い
た
。
こ
れ
を
ヒ
ン
ト

に
我
々
浴
場
業
界
も
需
要
喚

起
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

改
め
て
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
は
村

西
副
理
事
長
か
ら
「
平
成
二

十
四
年
度
は
収
支
で
約
五
千

百
八
十
八
万
円
で
、
前
年
度

と
く
ら
べ
て
約
三
十
八
万
円

の
減
に
な
る
」
と
の
説
明
が

あ
り
、
あ
わ
せ
て
承
認
さ
れ

た
。
　
そ
の
他
、
監
事
（
任
期
満

了
）
選
任
、
全
国
公
衆
浴
場

業
者
神
奈
川
県
大
会
の
宣
言

・
決
議
、
業
者
大
会
で
予
定

さ
れ
て
い
る
厚
生
労
働
省
健

康
局
長
表
彰
及
び
全
浴
連
理

事
長
表
彰
候
補
者
、
平
成
二

十
三
年
度
振
興
事
業
報
告

書
、
平
成
二
十
四
年
度
振
興

事
業
補
助
金
な
ど
に
つ
い
て

も
審
議
さ
れ
た
。

　
な
お
、
平
成
二
十
五
年
度

通
常
総
会
は
東
京
都
で
、
平

成
二
十
六
年
度
の
全
国
業
者

大
会
は
大
阪
府
で
開
催
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

年
度
通
常
総
会
に
付
議
す
る

事
項
に
つ
い
て
審
議
に
入
っ

た
。
　
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報

告
の
承
認
を
求
め
る
件
に
つ

い
て
は
錢
元
常
務
理
事
か
ら

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
組

合
員
に
対
す
る
義
援
金
」
、

「
浴
育
推
進
事
業
」
、「
震
災

支
援
事
業
（
被
災
者
元
気
回

復
支
援
事
業
）
」
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
三
年
度
収
支
決

算
に
つ
い
て
は
全
浴
連
村
西

副
理
事
長
か
ら
説
明
が
あ
り

（
具
体
的
金
額
に
つ
い
て
は

本
紙
三
月
号
で
既
報
）
、
四

月
二
十
三
日
に
開
か
れ
た
監

事
会
で
の
監
査
結
果
が
監
事

の
一
人
で
あ
る
松
永
日
出
男

石
川
県
組
合
理
事
長
か
ら
報

告
さ
れ
、
総
会
に
提
案
す
る

こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計

画
案
（
本
紙
四
月
号
で
既
報
）

に
つ
い
て
は
、
三
月
二
十
三

日
に
開
か
れ
た
代
表
者
会
議

で
も
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、

理
事
会
で
も
原
案
通
り
に
通

常
総
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

て
審
議
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
、
平
成
二
十
四
年
度

全
国
公
衆
浴
場
業
者
神
奈
川

県
大
会
に
つ
い
て
関
理
事
長

か
ら
「
大
会
ま
で
二
カ
月
足

ら
ず
に
迫
っ
て
ま
す
が
、
全

国
組
合
員
四
百
名
超
が
参
加

す
る
盛
大
な
大
会
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
の
報
告
が
あ

り
、
続
い
て
開
催
地
で
あ
る

神
奈
川
県
組
合
の
高
橋
理
事

長
か
ら
「
業
者
大
会
は
、
次

回
よ
り
隔
年
開
催
に
な
り
ま

す
が
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
準
備
は
す
で
に
整
っ
て
い

ま
す
。
組
合
員
多
数
の
皆
様

の
参
加
を
心
よ
り
期
待
し
て

い
ま
す
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
心

に
残
る
大
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　
引
き
続
い
て
平
成
二
十
四

す
。
通
常
総
会
を
間
近
か
に

控
え
、
多
岐
に
わ
た
る
議
事

で
す
が
慎
重
な
審
議
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
さ
っ

そ
く
関
理
事
長
を
議
長
と
し

よ
う
や
く
春
が
来
た
よ
う
な

あ
た
た
か
い
気
候
に
め
ぐ
ま

れ
ま
し
た
が
、
私
達
の
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は
相
変
わ

ら
ず
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

　
全
浴
連
の
関
理
事
長
は

「
本
日
は
ご
多
用
の
と
こ
ろ

ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
東

京
で
　
℃
く
ら
い
に
な
り
、

２５ 　
全
浴
連
の
理
事
会
が
四
月
二
十
四
日
（
火
）、
午
後
一
時
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
の

東
浴
ビ
ル
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
平
成
二
十
四
年
度
通
常
総
会
に
提
案
す
る
事
業
計

画
案
、
平
成
二
十
四
年
度
収
支
予
算
案
、
全
国
業
者
大
会
（
六
月
十
一
日
、
横
浜
市

で
開
催
）
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
（
写
真
）。

通
常
総
会
提
出
議
案
を
審
議

　「銭湯・お風呂マナー」の紙芝居は銭湯での入浴マナーを通して生活の

ルールを知るための教材として製作された。紙芝居を通して子供たちに何

を教えるか、本紙では２回にわたって紹介する。全国の公衆浴場をはじめ

として、保育園や幼稚園など多くの施設でこの紙芝居が実演されることに

より入浴マナーの向上の一助となることが期待されている。

　銭湯マナー　その１ 

脱いだ服はきちんとたたんでおこう！

　整理、整頓、後片付けの大切さを教えるため

に格好のテーマです。整理、整頓、後片付けは、

面倒でやりたがらない人が少なくありません。

極端な場合は、「注意欠陥多動性障害」という病

気であることが最近分かってきました。

　成果を上げたり活気のある会社や職場は整

理、整頓が行き届いています。子供の成長、発

達の過程でも、整理、整頓、後片付けは重要な

要素と考えられています。

　ここでは脱いだ服にたとえて、きちんとたた

んでおくことを教えますが、そうすることによ

って再びその服を着るときにどれほど時間が短

縮されるか、あるいはものを紛失しないですむ

か、といったことにも言及するといいでしょ

う。

　当然、使ったおもちゃはきちんともとのおき

場所に片付ける、使った食器は台所へ持ってい

く、等の日常生活細部での問題意識を持たせる

ことが大切だと言えるでしょう。

　銭湯マナー　その２ 

よく体を洗ってからお風呂に入ろう！

　汚い体のままで湯船に入れば、きれいなお湯

もいっぺんに汚くなってしまいます。だから、

湯船に入る前には、上がり湯やシャワーで体の

汚れを落とさなくてはならない、というのがこ

の項目の趣旨です。

　体の汚れが周囲にどんな迷惑を及ぼすかにつ

いては、このようにお風呂の例で示すのが適し

ています。外で遊んで手足や服が泥だらけにな

っているのに、洗ったり着替えたりせずにその

まま家の中を歩き回ったり、布団の中に入って

しまったりする子供は多いもの。その後始末が

どんなに大変か、ということも含めて子供たち

に教えるといいでしょう。

　また、汚れを落としてから次の行動に入ると

いう点では、汚い手で食べ物をつかまないと

か、ものを食べたらロの中をきれいにする、と

いった生活習慣を覚えさせることにもつなげら

れるでしょう。

　銭湯マナー　その３ 

お風呂に入るときはパンツを脱ごう！

　これは体を洗ってから湯船に入るのと同じ理

由ですが、核家族化が進む中で裸を他人に見せ

ることを嫌う風潮が子供たちの間で強くなって

きたといわれます。また、テレビの番組ではバ

スタオルを巻いて入浴するシーンなどがよく写

し出されるために、そうした格好で入浴するの

が正しいことだと思い込んでいる人々も多いよ

うです。お湯が汚れるということも、下着のま

ま入浴してはいけない大きな理由ですが、誰も

が裸にならなくてはならない場所がある、それ

がお風呂場だ、としつけることも大切です。

　江戸時代には、湯褌や湯文字を着けて入浴す

る習慣も一時ありましたが、お湯が汚れて不潔

なことから江戸後期にはこうした浴衣は使われ

なくなり、裸で入るのが一般的になってきまし

た。

　外国人の利用が増えてきた銭湯では、文化的

な価値観の違いから下着のまま入浴す

る人がおり、注意を受けたりします

が、お風呂は家でも温泉でも公衆浴場

でも、誰もが裸で入るのが道理である

と思わせることが大切でしょう。ただ

し、浴室以外で裸で歩きまわるのはマ

ナー違反だということもきちんと説明

しなくてはなりません。 （つづく）

決算監査会

　　浴 育 事 業

「銭湯・お風呂マナー」の紙芝居 （上）



旬
菜
便
り

湯福郎クイズ

セ
ン
ト
ウ
紀
行

　
突
然
の
お
手
紙
失
礼
い
た

し
ま
す
。
銭
湯
を
愛
好
し
て

い
る
学
生
で
す
。
先
日
４
月

８
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特

集
「
気
仙
沼
の
人
び
と
　
２

０
０
９
―
２
０
１
２
」
と
い

う
番
組
の
中
で
紹
介
さ
れ

た
、
気
仙
沼
市
の
「
亀
の
湯
」

と
い
う
銭
湯
を
み
て
、
居
て

も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な

り
筆
を
と
り
ま
し
た
。

　
概
要
を
ま
と
め
ま
す
と
、

２
０
０
９
年
の
取
材
で
は
気

仙
沼
の
人
々
の
み
な
ら
ず
全

国
か
ら
集
ま
る
漁
船
の
漁
師

た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
た
亀
の

湯
が
、
２
０
１
１
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波

に
呑
ま
れ
ま
す
。
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
も
な
っ
て
い
た
煙
突

や
建
物
は
か
ろ
う
じ
て
残
り

ま
し
た
が
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど

の
設
備
が
使
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
々
が
泥
を
か
き
、
タ
イ
ル

を
磨
き
修
復
し
ま
し
た
が
、

再
開
に
は
２
０
０
０
万
円
必

要
だ
と
言
い
ま
す
。

 第５１４号 （毎月１回１日発行） （第３種郵便物認可） 全 国 浴 場 新 聞 平成２４年５月１日 （２）

日本政策金融公庫 国民生活事業（生活衛生資金貸付）貸付利率日本政策金融公庫　国民生活事業（生活衛生資金貸付）貸付利率表表

桓
棺

憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾
憾

　
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線

の
豊
洲
駅
で
下
車
し
、
歩

い
て
約
　

分
で
め
ざ
す

１３

「
白
山
湯
」
に
到
着
し
た
。

　
「
夕
方
５
時
す
ぎ
に
な

る
と
勤
め
を
終
え
た
背
広

姿
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人

達
が
定
期
的
に
グ
ル
ー
プ

で
う
ち
を
訪
れ
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
し
た
後
に
入
浴
し

て
、
汗
を
流
し
て
い
る
姿

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
恐
ら
く
近
く
の
辰

巳
の
新
緑
道
公
園
、
豊
洲

公
園
な
ど
の
公
園
附
近
を

利
用
し
て
い
る
人
達
と
思

い
ま
す
が
、
健
康
づ
く
り

に
銭
湯
が
役
立
っ
て
い
る

と
思
い
、
う
れ
し
い
こ
と

で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
る
の
は
、
若
き
３

代
目
の
ご
主
人
で
あ
る
白

田
敏
博
さ
ん
。

　
「
白
山
湯
」
は
初
代
で

あ
る
祖
父
の
栄
二
さ
ん
が

石
川
県
羽
咋
市
か
ら
上
京

し
て
昭
和
　
年
に
創
業
。

３１

「
現
在
は
２
代
目
の
父
と

母
と
私
の
３
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
ま
す
。
私
は
あ

く
ま
で
３
代
目
の
予
定
・
・
で

す
」
と
話
す
敏
博
さ
ん
は

昭
和
　
年
生
ま
れ
の
　
歳

４５

４１

の
若
さ
で
あ
る
。

　
敏
博
さ
ん
は
高
校
卒
業

後
に
自
衛
隊
に
入
隊
し

（
平
成
元
年
）
、　

年
間

１３

に
わ
た
り
主
に
海
上
自
衛

隊
の
下
総
基
地
（
千
葉
県

沼
南
町
、
現
在
は
柏
市
）

に
所
属
し
て
い
た
ユ
ニ
ー

ク
な
経
歴
の
持
ち
主
で
あ

る
。

　
「
長
男
で
、
他
は
女
２

人
と
い
う
こ
と
で
当
然
の

成
り
行
き
で
自
衛
隊
を
退

隊
し
て
後
を
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
幸
い
祖
母

も
両
親
も
元
気
で
す
の

で
、
毎
日
家
族
そ
ろ
っ
て

働
い
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
２
０
０
１
年
夏
、
中
晋

請
の
際
に
は
燃
料
も
ガ
ス

化
し
煙
突
も
撤
去
し
た
。

　
「
２
０
０
４
年
１
月
に

は
東
京
で
初
め
て
の
高
濃

度
人
工
炭
酸
温
泉
に
し
ま

し
た
。
湯
温
　
℃
前
後
で

３８

す
が
評
判
が
良
い
で
す

ね
」
と
語
っ
て
く
れ
る
。

　
昨
年
、
３
月
　
日
の
東

１１

日
本
大
震
災
の
時
は
、
震

度
５
強
の
揺
れ
に
も
被
害

は
な
く
ガ
ス
は
一
旦
ス
ト

ッ
プ
し
た
が
、
す
ぐ
復
旧

し
て
　
時
半
か
ら
営
業
を

１７

始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
近
く
の
浦
安
で
は
液

状
化
に
よ
る
被
害
が
あ
り

残
念
な
こ
と
で
す
。
豊
洲

地
区
は
人
口
が
急
増
し
て

い
ま
す
が
、
災
害
時
の
避

難
場
所
や
体
制
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
、
銭
湯
は

地
域
に
役
立
つ
こ
と
が
出

来
る
の
か
な
ど
深
く
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
真

剣
に
話
す
敏
博
さ
ん
。

　
白
山
湯
は
　
時
か
ら
　

１５

２４

時
ま
で
営
業
（
土
曜
日
は

定
休
日
）
し
て
い
る
が
、

２
０
０
３
年
　
月
か
ら
日

１１

曜
日
に
限
り
朝
８
～
　
時
１２

ま
で
の
朝
風
呂
を
実
施
し

て
い
る
。

　
玄
関
ま
わ
り
は
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
な
っ
て
お
り
、

入
浴
客
は
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ

と
リ
ン
ス
イ
ン
シ
ャ
ン
プ

ー
が
無
料
で
利
用
で
き
る

よ
う
洗
い
場
に
配
置
さ
れ

て
い
る
の
が
う
れ
し
い
心

配
り
だ
。

　
江
東
浴
場
組
合
の
役
員

で
も
あ
る
白
田
さ
ん
は
千

葉
県
野
球
協
会
の
審
判
員

を
つ
と
め
る
ほ
ど
の
野
球

好
き
で
地
域
に
と
け
こ
ん

だ
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
る
。

唖

愛
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挨
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高
濃
度
人
工
炭
酸
温
泉
が
好
評

ジ
ョ
ギ
ン
グ
後
に
汗
を
流
す
入
浴
客

（

）

東
京
都
江
東
区
枝
川

一
の
六
の
一
五


〇
三
―
三
六
四
五

―
〇
八
六
二

　

銭
湯
を
作
品
で
活
気
づ
け
た
い

ウ
エ
ハ
ラ
ヨ
シ
ハ
ル
さ
ん（
銭
湯
芸
術
家
）に
聞
く

ガ
ン
バ
レ

ガ
ン
バ
レ
鎧鎧
銭銭
湯湯

を
運
ん
で
く
れ
る
人
が
い

る
、
ま
た
一
方
で
銭
湯
の
存

在
を
知
ら
な
い
人
も
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
真
摯
に
個
々

の
店
主
が
考
え
て
Ｐ
Ｒ
や
創

意
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
私
個
人
の
好
み

で
い
え
ば
、
何
の
変
哲
も
な

い
昔
な
が
ら
の
銭
湯
が
好
み

で
す
。
我
が
家
で
は
味
わ
え

な
い
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
た
っ

ぷ
り
の
湯
船
に
手
足
を
伸
ば

し
て
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
の
が

私
の
健
康
法
で
す
ね
。

の
で
す
が
、
銭
湯
芸
術
家
と

し
て
は
さ
さ
や
か
な
喜
び
と

感
謝
の
気
持
を
こ
め
た
作
品

で
す
。

　
銭
湯
好
き
の
一
人
と
し
て

業
界
に
望
む
こ
と
は
、
も
っ

と
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
て
身

近
な
存
在
で
あ
る
銭
湯
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
す
。
銭
湯
の

存
在
す
ら
知
ら
な
い
人
も
い

る
、
と
い
う
か
ら
驚
き
で

す
。
　
自
家
風
呂
が
　
％
を
こ
え

９０

て
い
る
現
在
で
す
が
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
を
求
め
て
銭
湯
へ
足

役
で
働
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
「
斉
藤
湯
」
の
番
台
の

両
側
に
三
助
さ
ん
を
呼
ぶ
時

の
拍
子
木
が
置
い
て
あ
り
ま

す
。
一
本
は
男
で
二
本
は
女

と
い
う
意
味
で
す
。
江
戸
時

代
の
名
残
り
で
粋
な
感
じ
が

し
た
の
で
作
品
と
し
て
飾
っ

て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
カ
ラ
湯
さ
ん
の

話
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
の

一
月
二
日
、
直
径
　

位
の

３０

「
松
玉
」
を
初
湯
に
あ
わ
せ

て
飾
り
ま
し
た
。「
角
が
と

れ
て
人
が
丸
く
な
り
、
和
や

か
に
な
る
」
と
い
う
縁
起
も

う
れ
し
い
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
七
夕
の
頃
は
上

野
御
徒
町
に
あ
る
「
つ
ば
め

湯
」
さ
ん
の
ス
ペ
ー
ス
を
お

借
り
し
て
個
展
を
開
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
つ
ば
め

湯
さ
ん
に
は
以
前
か
ら
私
の

作
品
で
あ
る
「
○わ 
板
」「
○ぬ 

板
」
も
置
か
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
北
千
住
の

「
タ
カ
ラ
湯
」
さ
ん
で
個
展

を
開
い
た
時
に
は
煙
突
に
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
偐
湯
屋
猫
做

を
セ
ッ
ト
す
る
時
は
大
変
で

し
た
ね
。
自
分
自
身
が
高
い

煙
突
に
の
ぼ
り
セ
ッ
ト
す
る

の
で
す
か
ら
必
死
の
覚
悟
で

す
。
無
事
を
祈
っ
て
火
打
ち

石
を
カ
チ
ッ
、
カ
チ
ッ
と
鳴

ら
し
て
も
ら
い
な
が
ら
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
銭
湯
芸
術
家
と
し
て
は
こ

れ
ま
で
町
田
忍
さ
ん
、
ペ
ン

キ
絵
師
の
中
島
盛
夫
さ
ん
他

多
数
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

な
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
、
私

の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
私
の
作
品
に
関
連
し
て
の

話
で
す
が
、
東
京
の
日
暮
里

の
「
斉
藤
湯
」
に
は
東
京
で

唯
一
と
い
う
三
助
さ
ん
が
現

っ
さ
り
断
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
銭
湯
芸
術
家
」
と
し
て

は
東
京
の
足
立
区
北
千
住
に

あ
る
タ
カ
ラ
湯
さ
ん
、
大
黒

湯
さ
ん
で
の
銭
湯
を
題
材
と

し
た
作
品
の
発
表
が
原
点
と

い
え
ま
す
ね
。

　
猫
の
首
に
風
呂
の
栓
を
　１０

個
つ
け
て
「
栓
　
（
銭
湯
）

１０

招
き
猫
」
と
か
、
板
に
○わ 
を

書
い
て
湯
が
わ
い
た

・

・

・

。
つ
ま

り
営
業
中
と
か
○ぬ 
を
書
い
て

湯
を
ぬ
い
た

・

・

・

と
つ
ま
り
閉
店

し
た
と
か
駄
じ
ゃ
れ
の
世
界

で
す
。

　
何
故
、
北
千
住
で
個
展
を

始
め
た
か
と
い
え
ば
、
庶
民

文
化
研
究
所
の
町
田
忍
さ
ん

が
「
北
千
住
は
銭
湯
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、

大
黒
湯
は
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

銭
湯
」
と
絶
賛
し
て
い
た
か

ら
で
す
。

　
タ
カ
ラ
湯
で
は
昨
年
の
七

夕
の
頃
に
作
品
展
を
開
き
ま

し
た
が
、
入
浴
客
に
楽
し
ん

で
も
ら
っ
て
私
の
作
品
を
通

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
通
じ
合
う
。
さ
さ
や
か
な

こ
と
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
意
識
が
薄
く
な
っ
た
中
で

銭
湯
と
い
う
場
を
通
し
て
、

私
の
作
品
が
存
在
す
る
こ
と

自
体
が
銭
湯
芸
術
家
と
し
て

な
り
、
銭
湯
で
の
作
品
展
の

第
一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

身
近
か
な
銭
湯
へ
の
思
い
入

れ
が
強
か
っ
た
の
で
、
そ
ん

な
発
想
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
　
作
品
自
体
は
現
代
絵
画
、

ア
ー
ト
み
た
い
な
も
の
で
銭

湯
を
題
材
と
し
て
も
の
で
な

く
、
仲
間
４
～
５
人
の
グ
ル

ー
プ
展
と
い
っ
た
も
の
で

す
。
確
か
　
年
前
位
で
横
浜

１７

市
の
弘
明
寺
に
あ
る
銭
湯
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時

は
銭
湯
を
も
じ
っ
た
作
品
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
は
「
銭
湯
芸
術
家
」

を
自
負
し
て
い
ま
す
が
、
当

時
は
身
近
か
な
芸
術
家
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
身
近
か
な
場
所
で
自
分
の

作
品
を
見
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
発
想
か
ら
近
く
の
回

転
寿
司
の
店
長
に
「
作
品
を

回
転
し
て
展
示
し
た
い
」
と

か
け
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
が

「
無
理
な
話
で
す
ね
」
と
あ

を
運
ん
で
く
れ
る
の
は
お
こ

ご
ま
し
い
と
思
い
、
も
っ
と

身
近
か
な
所
で
作
品
を
発
表

出
来
な
い
か
、
と
思
っ
た
の

が
最
初
の
発
想
で
す
。

　
そ
ん
な
考
え
か
ら
自
分
の

住
ん
で
い
る
近
く
に
あ
る
銭

湯
へ
行
っ
て
「
作
品
を
発
表

し
た
い
の
で
す
が
場
所
を
提

供
し
て
も
ら
え
ま
す
か
」
と

店
主
に
話
し
た
ら
「
あ
あ
、

い
い
よ
！
」
と
い
う
こ
と
に

　
芸
術
と
の
関
わ
り
と
い
う

こ
と
で
い
え
ば
最
初
は
平
面

絵
画
か
ら
始
め
ま
し
て
、
若

い
頃
は
二
科
会
と
か
日
展
に

あ
こ
が
れ
て
ま
し
た
。
そ
の

後
現
代
美
術
の
絵
画
へ
と
移

り
、
神
奈
川
県
展
で
入
選
し

た
り
、
個
展
を
銀
座
で
開
い

て
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中

で
わ
ざ
わ
ざ
自
分
の
作
品
を

見
る
た
め
に
時
間
を
さ
い
て

遠
い
所
か
ら
義
理
が
た
く
足

更
杭

昂
昂
昂
昂
昂
昂
昂
昂

ィ
ル
ム
の
高
橋
理
事
長
が
藤

沢
市
在
住
と
い
う
こ
と
か
ら

地
域
の
拠
点
と
も
い
え
る
銭

湯
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
る
。

　
上
映
会
で
は
同
時
に
、
愛

媛
県
松
山
市
中
島
の
直
送
み

か
ん
、
横
須
賀
市
カ
レ
ー
ラ

ム
ネ
、
神
奈
川
県
二
宮
町
の

菜
の
花
ロ
ー
ル
な
ど
の
物
産

販
売
も
行
な
わ
れ
た
。

　
映
画
上
映
の
あ
と
に
は
、

「
銭
湯
か
ら
ま
ち
を
語
ろ

う
」
と
い
う
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク

も
北
橋
さ
ん
、
高
橋
理
事
長

を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。

　
高
橋
理
事
長
は
「
映
画
と

銭
湯
と
い
う
古
き
良
き
地
域

文
化
を
次
世
代
に
つ
な
い
で

い
き
た
い
。
街
の
活
性
化
を

考
え
る
映
画
を
こ
れ
か
ら
も

作
り
続
け
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

つ
い
で
２
番
目
。

　
庶
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る

銭
湯
で
地
域
づ
く
り
や
活
性

化
に
努
力
す
る
映
画
を
鑑
賞

し
て
も
ら
い
、
薄
れ
つ
つ
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
在
り

方
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
試

み
だ
。

　
栄
湯
湘
南
館
の
店
主
で
あ

る
北
橋
さ
ん
は
「
ワ
ッ
プ
フ

　
映
画
を
使
っ
て
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
ワ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
」
が
制

作
し
た
映
画
「
商
店
街
な
人
」

の
上
映
会
と
物
産
販
売
イ
ベ

ン
ト
が
３
月
　
日
、
神
奈
川

２７

県
藤
沢
市
の
栄
湯
湘
南
館
で

開
か
れ
た
（
写
真
）。

　
銭
湯
で
の
上
映
会
は
大
田

区
の
「
は
す
ぬ
ま
温
泉
」
に

映
画「
商
店
街
な
人
」

上
映
＆
物
産
販
売
イ
ベ
ン
ト

旺

王

欧

翁

横

横

殴
殴

殴
殴
 投
稿被

災
地
復
興
の
拠
点
と
し
て
の
銭
湯

人
も
物
も
必
要
な
場
所
へ
回

っ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
長
期

戦
で
必
要
な
の
は
、
情
報
で

す
。
手
助
け
を
し
よ
う
と
す

る
人
が
、
被
災
地
が
本
当
に

求
め
て
い
る
支
援
を
聞
く
。

全
国
か
ら
集
ま
る
漁
師
や
支

援
の
人
々
が
被
災
地
の
情
報

を
得
て
全
国
へ
発
信
す
る
。

被
災
地
の
人
々
自
身
も
こ
の

先
を
考
え
、
人
や
物
を
動
か

し
、
商
売
を
再
開
す
る
た
め

の
相
談
を
す
る
。
ま
た
、
震

災
に
加
え
て
仮
設
住
宅
入
居

や
移
転
で
孤
独
を
感
じ
て
い

る
人
々
の
交
流
の
場
と
し
て

も
、
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
語

ら
う
場
は
大
切
で
あ
る
は
ず

で
す
。

　
被
災
地
復
興
の
拠
点
と
し

て
、
銭
湯
が
も
っ
と
注
目
さ

れ
、
銭
湯
の
力
、
銭
湯
に
集

う
人
々
の
力
で
被
災
地
が
ま

す
ま
す
復
興
し
て
い
け
た
ら

と
願
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
文
京
区
　
松
村
彩
香

　
８
月
に
入
り
、
大
阪
府
池

田
市
が
貸
し
出
す
無
料
の
仮

設
浴
場
の
設
置
場
所
と
し
て

亀
の
湯
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

タ
イ
ル
の
浴
室
は
機
材
置
き

場
と
さ
れ
、
脱
衣
所
だ
っ
た

ス
ペ
ー
ス
に
テ
ン
ト
と
ビ
ニ

ー
ル
の
浴
槽
を
置
く
と
い
う

銭
湯
と
は
遠
い
も
の
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
人
々
が
集
ま

り
無
事
を
確
認
し
あ
う
場
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
も

３
カ
月
の
期
限
を
も
っ
て
撤

去
さ
れ
ま
す
。

　
「
亀
の
湯
」の
み
な
ら
ず
、

今
の
被
災
地
に
は
、
銭
湯
と

い
う
場
が
大
切
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
腰

を
据
え
て
本
格
的
な
復
興
に

向
か
う
に
あ
た
っ
て
、
交
流

の
場
は
必
須
で
す
。
震
災
直

後
の
、
物
や
人
が
押
し
寄
せ

る
混
乱
の
時
期
は
過
ぎ
ま
し

た
。
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
山
積
み
な
一
方
で
、
仕

事
を
し
た
く
て
も
で
き
る
こ

と
が
無
い
と
日
々
を
持
て
余

し
て
い
る
人
が
い
た
り
と
、

も
の
が
鮮
度
を
保
つ
意
味
か

ら
も
お
勧
め
②
鞘
付
き
は
鞘

の
緑
色
が
濃
く
、
鞘
に
張
り

が
あ
り
、
外
見
で
中
の
豆
に

ふ
く
ら
み
が
あ
る
こ
と
を
チ

ェ
ッ
ク
③
む
き
豆
は
豆
に
傷

が
な
い
こ
と
が
大
切

　
鞘
か
ら
豆
を
取
り
出
す
と

き
に
、
乱
暴
に
取
り
出
す
と

時
間
経
過
と
と
も
に
豆
の
押

さ
れ
た
部
分
が
押
せ
傷
に
な

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
さ
や
か
ら
取
り
出
し
た

豆
も
水
分
が
ど
ん
ど
ん
蒸
発

し
て
固
く
な
り
風
味
が
低
下

し
ま
す
。
早
め
の
調
理
が
お

い
し
く
い
た
だ
く
一
番
の
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　
そ
の
ま
ま
で
の
保
存
は
考

え
ず
に
茄
で
て
か
ら
冷
蔵
庫

に
入
れ
る
の
が
い
い
で
し
ょ

う
。
固
め
に
茄
で
上
げ
冷
凍

し
て
保
存
す
れ
ば
風
味
を
保

っ
て
初
夏
の
味
わ
い
「
そ
ら

ま
め
」
を
季
節
を
問
わ
ず
に

味
わ
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。

協
力
・
東
京
シ
テ
ィ
青
果
株

式
会
社

繭
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら

「
蚕
豆
（
て
ん
ま
め
）
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
そ
ら
ま
め
」と
聞
く
と
、

何
か
日
本
的
な
食
べ
物
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
豆
類
の
中

で
は
最
も
古
い
栽
培
の
歴
史

を
持
つ
作
物
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
、
中
国
な
ど

世
界
各
国
で
さ
ま
ざ
ま
に
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、
塩
ゆ
で
し
て
お
つ
ま
み

的
に
食
べ
る
の
が
最
も
一
般

的
な
食
べ
方
で
す

が
、
工
夫
し
て
色
々

な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
楽
し
み
た
い
野
菜

で
も
あ
り
ま
す
。

　
選
び
方
①
豆
類
は

鮮
度
が
一
番
大
切
。

鞘
か
ら
取
り
出
し
て

む
き
豆
と
し
て
売
ら

れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
鞘
付
き
の

　
「
そ
ら
ま
め
」
は
、
多
く

の
野
菜
が
品
種
改
良
や
栽
培

技
術
の
研
究
進
歩
で
一
年
中

出
ま
わ
る
中
、
冷
凍
品
を
除

い
て
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

限
ら
れ
た
時
期
に
し
か
味
わ

え
な
い
野
菜
の
１
つ
で
す
。

　
豆
は
さ
や
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
さ
や
が
空
に
向

か
っ
て
立
つ
よ
う
に
樹
に
付

い
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
や
の
形
が
、
蚕
の
つ
く
る

「
そ
ら
ま
め
」

東
京
都
江
東
区「
白
山
湯
」
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http://www.kita-no-sento.com/０１１-６１１-９３４１札幌市中央区大通西１６－２小西　廣幸北 海 道北
海
道
・
東
北

０１７-７３５-３８５３青森市堤町２－６－９沢田　　襛青 森 県

０１９-６６１-５８２２盛岡市高松３－６－１２山屋ビル山屋　　隆岩 手 県

０２２-２１３-４９１１仙台市青葉区上杉５－１－１２後藤コーポ１０９号後藤　　登宮 城 県

０２４-５９１-４２６５福島市笹木野字笹木野原４－１４０三浦内門馬　浩二福 島 県

０２８５-２５-０３５６小山市城山町２－５－２１幸の湯内星　　良行栃 木 県

関
東
甲
信
越

http://www.d7.dion.ne.jp/-saiyoku/０４８-８２２-５４００さいたま市浦和区高砂２－１－５谷　　弘幸埼 玉 県

０２７-７４４-４７０４桐生市本町１－４－３５一の湯内吉岡　藤吉群 馬 県

０４３-２２２-３８５８千葉市中央区長洲２－９－６田中　祐治千 葉 県

http://www.1010.or.jp/０３-５６８７-２６４１千代田区東神田１－１０－２関　　稔幸東 京 都

http://k-o-i.jp/０４５-２３１-３３４１横浜市南区高根町２－１０高橋　清隆神 奈 川 県

０５５-２３２-１０８１甲府市住吉４－６－２３ふじ温泉内古屋　育男山 梨 県

http://sinsyuu.iiyudana.net/０２６８-２２-５６７８上田市常田３－１４－３宮桜の湯内宮下　憲治長 野 県

http://www.niigata268.com/０２５-２２２-２９２３新潟市中央区礎町通り上１ノ町１９２６齋藤喜八郎新 潟 県

０５４-２５２-８９３８静岡市葵区駒形通３－２－１桜湯内小長井　正静 岡 県

東
海
北
陸

http://www16.ocn.ne.jp/-aiyoku０５２-３２２-５７３５名古屋市中区千代田３－９－１４林　　徳男愛 知 県

０５８-２５２-１４５７岐阜市鍵屋西町１－７５稗田　益弘岐 阜 県

０５９-２２８-４２４０津市大倉１３－１９アコギビル３Ｆ田中　茂毅三 重 県

http://www6.ocn.ne.jp/~ii1010/０７６-２２１-２３７２金沢市大手町２－２２松永日出男石 川 県

http://www.furoya.or.jp/０７６-４２１-３９６８富山市東町３－２－１７見浦丈太郎富 山 県

０７７６-２２-２７６１福井市光陽４－２－２６佐藤　充美福 井 県

近
畿

http://www.shigalife.or.jp/yokujyou.html０７７-５２４-８５５４大津市打出浜１３－２２滋賀県生衛会館内津田　清一滋 賀 県

http://www.kyoto1010.or.jp/０７５-８０１-１３０１京都市中京区西ノ京職司町６３小中　晃司京 都 府

http://www.osaka268.com/０６-６７７２-３１１２大阪市天王寺区生玉町９－３浦田　　充大 阪 府

http://www.hyogo1010.jp/０７８-３４１-２４７５神戸市中央区下山手通７－１－２１月山　昇商兵 庫 県

０７４２-３５-５０２６奈良市三条大宮町１－１２奈良県生衛会館内山﨑　美隆奈 良 県

０７３-４２８-３３７３和歌山市本町６－５０本町温泉ビル２Ｆ桝谷　久雄和 歌 山 県

http://www.optic.or.jp/SENTOO-OKAYAMA/０８６-２３２-０９７６岡山市北区表町３－１８－５２民生会館内空中　隆博岡 山 県

中
国

http://www.1010hiroshima.com/０８２-２９３-７８４８広島市中区河原町１－２６広島県環衛ビル５Ｆ沖本　範文広 島 県

http://www3.ocn.ne.jp/-yamayoku/０８３２-２３-３７３９下関市大坪本町２４－１０吉本　太一山 口 県

http://tottori1010.web.fc2.com/０８５７-２９-０９５５鳥取市末広温泉町４０１日乃丸温泉内松本　正嗣鳥 取 県

０８７-８３５-９１２３高松市塩上町２－５－２２山本　和雄香 川 県

四
国

０８９８-２２-４８１９今治市鯉池町２－１－７鯉池温泉内井村　勝利愛 媛 県

０８８-６５３-０７５５徳島市東大工町２－２９川原ビル２Ｆ新田　　靖徳 島 県

http://www.seiei.or.jp/kouchi/sento.html０８８-８７２-７６５２高知市小津町３－３０城下湯内森澤　林平高 知 県

０９２-７６１-３６１２福岡市中央区西中洲１１街区１３号吉岡　利明福 岡 県

九
州

０９５-８２６-７０４５長崎市寄合町２－２７山頭温泉内松井　末寿長 崎 県
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れ
が
香
ば
し
く
て
実
に
う

ま
い
。
子
供
の
私
は
又
山

に
行
か
な
い
か
な
と
も
思

っ
た
く
ら
い
で
す
。

　
冬
の
登
校
は
自
家
製
ラ

ッ
セ
ル
式
そ
り
で
駅
ま
で

送
っ
て
も
ら
い
一
駅
先
に

あ
る
学
校
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。「
深
名
線
」
と
言
う

名
の
ロ
ー
カ
ル
線
は
道
内

屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
ラ
ッ

セ
ル
車
が
ひ
っ
き
り
な
し

に
排
雪
し
て
も
間
に
合
わ

な
い
く
ら
い
で
す
。
た
ま

に
学
校
帰
り
に
機
関
室
に

乗
せ
て
も
ら
っ
て
帰
っ
た

こ
と
も
楽
し
い
思
い
出
で

す
。
不
通
に
な
る
と
ス
キ

ー
で
隣
近
所
の
子
供
達
と

一
緒
に
登
校
。
必
死
の
思

い
で
学
校
に
た
ど
り
着
き

ス
ト
ー
ブ
で
暖
ま
っ
て
い

る
と
「
昼
ご
飯
食
べ
て
早

く
帰
れ
」
と
の
先
生
の
一

声
。昼
前
な
の
に
即
下
校
。

上
級
生
の
後
ろ
を
ひ
た
す

は
石
臼
や
自
家
製
味
噌

樽
、
農
器
具
等
が
あ
り
壁

に
は
翌
年
種
と
し
て
畑
に

蒔
く
乾
燥
と
う
き
び
が
ぶ

ら
さ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

納
屋
一
棟
と
鶏
小
屋
二
つ

が
あ
り
へ
び
が
卵
を
飲
み

込
ん
で
い
る
の
を
見
た
記

憶
も
あ
り
ま
す
。

　
秋
の
農
繁
期
に
は
農
繁

休
暇
と
言
う
特
別
休
暇
が

あ
り
、
子
供
た
ち
も
働
き

手
の
一
人
と
し
て
、
稲
刈

り
、
穂
掛
け
、
落
ち
穂
拾

い
、
と
う
き
び
、
か
ぼ
ち

ゃ
、
大
根
、
芋
等
の
収
穫

の
手
伝
い
や
、
さ
や
か
ら

の
豆
取
り
等
、
人
馬
一
体

と
な
っ
て
働
き
、
家
族
一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と

も
出
来
な
い
時
期
で
し

た
。
　
父
は
冬
季
間
、
木
の
切

り
出
し
に
山
に
入
り
、
父

が
戻
る
と
き
の
お
土
産
は

乾
燥
お
こ
げ
、
焼
く
と
こ

　
昭
和
二
十
三
年
一
月
十

二
日
北
海
道
雨
竜
郡
多
度

志
村
字
上
多
度
志
、
農
家

の
長
男
と
し
て
出
生
し
、

小
学
三
年
秋
ま
で
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
家
族
構
成
は

祖
父
・
父
母
・
叔
母
二
人

・
姉
と
妹
そ
し
て
私
の
計

九
人
。
い
わ
ゆ
る
本
家
だ

っ
た
の
で
叔
母
が
嫁
ぐ
時

も
曾
ば
あ
さ
ん
の
葬
式
も

幼
少
の
頃
家
で
行
わ
れ
た

事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
火
葬
場
と
は
名
ば
か
り

の
掘
っ
立
て
小
屋
で
薪
を

持
ち
込
ん
で
赤
々
と
燃
や

し
続
け
て
い
た
の
を
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
村
の
暮
し
は
母
屋
に
豚

小
屋
、
馬
小
屋
が
一
緒
、

風
呂
は
五
右
衛
門
風
呂
。

戸
口
は
木
の
引
き
戸
、
子

供
心
に
開
け
る
の
に
苦
労

し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い

ま
す
。
玄
関
の
た
た
き
に
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か
っ
た
。
牛
乳
も
薄
く
て

搾
り
た
て
が
懐
か
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
旭
川
市

は
札
幌
市
に
次
い
で
二
番

目
。
北
日
本
で
は
三
番
目

の
人
口
を
有
す
る
北
海
道

最
大
の
中
核
市
で
あ
り
、

国
際
会
議
観
光
都
市
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦

前
は
陸
軍
第
七
師
団
が
置

か
れ
、
軍
都
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。
旭
川
の
語
源

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
市

の
中
心
部
に
流
れ
る
忠
別

川
を
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
チ

ウ
・
ペ
ツ
（
波
の
あ
る

川
、波
立
つ
川
）と
呼
ん
で

お
り
、
こ
れ
を
聞
き
誤
っ

て
チ
ュ
ッ
・
ペ
ツ
（
日
の

川
）と
し
た
こ
と
か
ら「
旭

川
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り

ま
す
。
三
浦
綾
子
著
「
氷

点
」
の
舞
台
の
外
国
樹
種

見
本
林
は
高
校
の
近
く
に

あ
り
林
の
中
は
木
漏
れ
日

が
差
し
込
み
当
時
（
昭
和

四
十
年
頃
）
の
生
徒
に
と

っ
て
は
格
好
の
デ
ー
ト
コ

ー
ス
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ご
多
聞
に
も
れ
ず
私
も
何

度
か
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
で
は
全
国
的
に
有
名

ら
く
っ
つ
い
て
歩
く
。
ス

キ
ー
は
雪
ま
み
れ
で
滑
ら

な
い
の
で
吊
橋
を
渡
る
の

が
怖
か
っ
た
が
恐
る
恐
る

渡
る
。
上
級
生
た
ち
は
平

気
で
渡
っ
て
行
く
。
上
級

生
は
す
ご
い
と
思
っ
た
瞬

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
く
の
野
山
は

格
好
の
遊
び
場
所
で
も
あ

り
食
料
基
地
で
も
あ
り
ま

し
た
。
果
物
は
不
自
由
し

な
い
ほ
ど
十
分
口
に
入
っ

た
美
味
し
い
思
い
出
で
す
。

　
昭
和
三
十
一
年
両
親
は

離
農
を
決
意
し
、
第
二
の

故
郷
旭
川
市
は
八
条
十
五

丁
目
の
銭
湯
敷
島
湯
。
一

部
二
階
建
て
、
前
後
左
右

家
だ
ら
け
。
今
思
え
ば
こ

れ
が
銭
湯
業
界
へ
の
第
一

歩
で
し
た
。
の
び
の
び
と

自
然
の
中
で
暮
し
て
い
た

の
で
、
め
ま
い
と
い
う
の

か
窮
屈
な
感
じ
が
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
転
校

先
の
小
学
校
で
紹
介
さ
れ

る
が
み
ん
な
坊
ち
ゃ
ん
お

嬢
ち
ゃ
ん
に
み
え
た
く
ら

い
着
る
も
の
が
綺
麗
に
み

え
ま
し
た
。
昼
ご
は
ん
は

給
食
で
パ
ン
と
牛
乳
、
初

め
て
食
べ
る
パ
ン
は
ま
ず

さ
に
発
展
成
長
す
る
街
で

開
店
前
に
は
十
数
人
以
上

の
人
だ
か
り
が
で
き
開
店

と
同
時
に
な
だ
れ
込
む
様

な
状
況
で
し
た
。

　
や
が
て
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
特
需
で
地
下
鉄
が
開

通
し
街
は
更
に
拡
大
し
て

い
き
ま
し
た
。
が
そ
の
頃

か
ら
何
十
部
屋
の
ア
パ
ー

ト
が
次
々
と
新
築
の
風
呂

付
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ

ン
に
替
わ
り
利
用
客
の
減

少
が
始
ま
り
始
め
た
頃
か

と
思
わ
れ
ま
す
。
四
十
九

年
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
退

職
。
後
継
者
と
し
て
会
社

を
設
立
、
以
後
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
大
学
に
近
い
銭

湯
と
し
て
学
生
さ
ん
と
チ

ョ
ン
ガ
ー
族
と
高
齢
者
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
叉

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を

踏
ま
え
て
す
ぐ
に
必
要
な

物
と
し
て
の
風
呂
の
重
要

性
を
認
識
、
そ
れ
に
応
え

る
べ
く
我
が
組
合
も
行
政

と
連
携
し
災
害
時
の
貢
献

方
法
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
た
め
の
一

助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
北
海
道
浴
場
組
合
副
理

事
長
）

な
旭
山
動
物
園
、
旭
川
ラ

ー
メ
ン
、
高
級
旭
川
家
具

等
の
優
れ
物
が
沢
山
あ
り

ま
す
。

　
我
が
家
の
銭
湯
経
営
は

と
言
う
と
燃
料
は
近
所
の

木
工
所
、
家
具
製
造
所
か

ら
出
る
お
が
屑
、
か
ん
な

屑
を
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
で

い
ま
し
た
。
当
時
石
炭
は

高
価
で
稀
に
使
用
す
る
程

度
。
濾
過
機
の
導
入
は
昭

和
四
十
年
頃
か
ら
と
思
わ

れ
ま
す
。
利
用
客
は
綺
麗

な
湯
船
に
び
っ
く
り
し
て

ま
し
た
。
私
の
青
春
時
代

の
前
半
の
場
所
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
昭
和
四
十
三

年
に
第
三
の
故
郷
と
な
る

札
幌
の
現
在
地
で
銭
湯
を

購
入
。
当
時
の
札
幌
は
ま

北
海
道
・
多
度
志
村
～
旭
川
市
～
札
幌
市
　

安
達
　
誠

ッ
ク
誌
を
読
み
な
が
ら
そ
ん

な
イ
タ
リ
ア
に
思
い
を
馳
せ

て
い
ま
す
。

タ
リ
ア
観
光
の
目
玉
、
日
本

の
銭
湯
の
浴
槽
か
ら
、
日
本

の
ル
シ
ウ
ス
と
な
り
、
ロ
ー

マ
風
呂
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

出
来
た
ら
良
い
の
に
と
コ
ミ

ハ
イ
次
、
と
い
う
感
じ
で
実

現
さ
れ
て
い
る
」
と
手
放
し

に
近
い
評
価
を
し
て
い
ま
す

（
月
刊
文
芸
春
秋
）。

　
残
念
な
が
ら
日
本
は
ね
じ

れ
国
会
で
な
か
な
か
審
議
が

進
展
せ
ず
「
決
め
ら
れ
な
い
」

内
閣
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
政
策
論
争
が
ど
う
し
て

も
人
気
取
り
、
利
益
誘
導
の

具
に
な
っ
て
し
ま
い
、
決
め

ら
れ
な
い
政
治
と
し
て
国
民

の
政
治
不
信
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

　
マ
リ
オ
・
モ
ン
テ
ィ
は
ス

ー
パ
ー
・
マ
リ
オ
と
も
呼
ば

れ
ま
す
ま
す
期
待
度
が
高
ま

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本

国
憲
法
は
、
首
相
は
国
会
議

員
、
閣
僚
の
半
数
は
国
会
議

員
と
定
め
て
い
る
の
で
日
本

で
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
ろ
そ
ろ
日
本
も
ス
ー
パ
ー

首
相
が
出
現
し
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
で
も
ロ
ー
マ
風
呂
は
イ

・
モ
ン
テ
ィ
は
経
済
学
者
で
、

大
学
学
長
な
ど
の
経
歴
が
あ

り
「
政
治
家
で
は
な
い
首
相
」

で
、
さ
ら
に
選
挙
で
選
ば
れ

た
人
が
一
人
も
い
な
い
専
門

家
内
閣
を
組
閣
、
懸
案
を

次
々
に
片
づ
け
て
い
る
と
い

う
の
で
す
。
辛
口
の
塩
野
七

生
さ
ん
も
、
当
初
は
「
モ
ン

テ
ィ
内
閣
に
よ
る
イ
タ
リ
ア

の
危
機
脱
出
政
策
が
、
成
功

す
る
か
し
な
い
か
は
ま
だ
分

か
り
ま
せ
ん
。
だ
が
少
な
く

と
も
イ
タ
リ
ア
人
は
、
自
分

た
ち
の
首
相
を
恥
ず
か
し
い

と
は
思
っ
て
い
な
い
こ
と
だ

け
は
確
か
で
す
。
」
と
評
し

前
首
相
よ
り
は
「
ま
し
」
程

度
の
評
価
で
し
た
。
そ
の
後

消
費
税
の
増
税
、
年
金
受
給

年
齢
の
引
き
上
げ
、
既
得
権

益
に
競
争
促
進
策
さ
せ
る
政

策
を
次
々
に
実
現
し
た
モ
ン

テ
ィ
首
相
に
対
し
て
、「
一

言
で
い
え
ば
目
覚
ま
し
い
に

つ
き
る
」「
多
く
の
政
策
が
、

進
ん
だ
人
口
構
成
な
ど
。
北

イ
タ
リ
ア
は
、
大
男
が
多
く

巨
人
系
で
寒
さ
に
耐
え
る
体

力
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
ナ

ポ
リ
を
代
表
と
す
る
南
イ
タ

リ
ア
は
体
格
が
日
本
人
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
身
長

は
今
の
日
本
人
よ
り
も
小
さ

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
映
画

ゴ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
に
出

演
し
た
ア
ル
・
パ
チ
ー
ノ
は

１
６
３
セ
ン
チ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
首
相
が
よ
く
変
わ

る
の
も
日
本
に
似
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本

と
同
様
多
額
の
「
国
債
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
政
治
も
経
済
も
さ
え

な
い
点
も
日
本
と
そ
っ
く
り

で
す
。
イ
タ
リ
ア
は
首
相
ベ

ル
ル
ス
コ
ー
ニ
か
ら
マ
リ
オ

・
モ
ン
テ
ィ
と
い
う
首
相
に

代
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
イ
タ
リ
ア
で
異
変
が

起
き
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
首
相
に
な
っ
た
マ
リ
オ

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
ロ

ー
マ
人
の
物
語
」
で
い
え
ば

第
　
巻
あ
た
り
で
「
三
国
志
」

２６
の
時
代
と
ほ
ぼ
重
な
り
ま

す
。「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
の

著
者
塩
野
七
生
は
ロ
ー
マ
在

住
の
日
本
人
で
イ
タ
リ
ア
の

研
究
家
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
広
く
西
洋
史
に
か
か
わ

る
政
治
に
付
い
て
も
辛
口
の

評
論
家
と
し
て
有
名
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
横
道
に
逸
れ
ま

す
が
、
イ
タ
リ
ア
研
究
家
で

好
き
な
女
性
随
筆
家
が
い
ま

す
。
イ
タ
リ
ア
の
原
風
景
の

よ
う
な
作
品
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
宿
」「
ト
リ
エ
ス
テ
の

坂
道
」「
ミ
ラ
ノ
霧
の
風
景
」

な
ど
を
書
い
た
須
賀
敦
子
さ

ん
で
す
が
や
は
り
愛
着
の
あ

る
本
で
す
。

　
さ

て
「
イ

タ

リ

ア
」
と

「
日
本
」
似
て
い
る
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
南

北
に
長
く
山
が
多
く
四
季
が

あ
る
風
土
。
少
子
高
齢
化
が

れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

て
い
て
、
本
紙
が
発
行
さ
れ

る
頃
に
は
映
画
も
公
開
さ
れ

て
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
も
し
お
読
み
に

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
是
非
ご

一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
好
き
な
長
編
が
二
つ
あ
り

ま
す
。「
三
国
志
」（
文
庫
版

　
巻
）
と
「
ロ
ー
マ
人
の
物

３０語
」（
文
庫
版
　
巻
）
で
す
。

４３

こ
の
２
シ
リ
ー
ズ
は
、
ど
れ

も
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
あ

る
い
は
人
生
が
楽
し
く
な
る

よ
う
な
そ
ん
な
内
容
で
す
。

「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」
の

主
人
公
浴
場
技
士
ル
シ
ウ
ス

は
、
ロ
ー
マ
帝
国
　
代
皇
帝

１４

ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
帝
に
仕
え
る

同
コ
ミ
ッ
ク
は
ロ
ー
マ
帝
国

時
代
の
浴
場
技
士
ル
シ
ウ
ス

が
帝
政
ロ
ー
マ
時
代
の
風
呂

か
ら
現
代
の
日
本
の
浴
場

（
銭
湯
や
温
泉
）
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
す
る
と
い
う
話
、

一
言
で
表
現
す
れ
ば
「
日
本

の
浴
場
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

動
し
ロ
ー
マ
風
呂
に
取
り
入

れ
る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

現
在
す
で
に
４
冊
が
発
刊
さ

　
や
は
り
、「
テ
ル
マ
エ
・
ロ

マ
エ
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で
し

ょ
う
。
浴
場
関
係
者
や
銭
湯

マ
ニ
ア
、
温
泉
好
き
に
は
必

読
の
書
と
言
う
と
こ
ろ
で
し

ょ
う
。
地
域
に
よ
っ
て
は
同

コ
ミ
ッ
ク
誌
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
展
開

し
た
支
部
な
ど
も
あ
る
よ
う

で
す
。
い
ま
さ
ら
で
す
が
、

「
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
と
銭
湯
」

「
政
治
も
経
済
も
日
本
に

そ
っ
く
り
な
イ
タ
リ
ア
だ
が
」

山
田
　
博
史

阿
戸
　
敏
明

下
の
子
の
嫁
ぐ
は
な
し
の
雛

あ
ら
れ

蜆
舟
わ
ず
か
の
波
に
か
く
れ

け
り

谷
下
　
一
玄

上
弦
の
月
へ
水
取
り
は
じ
ま

り
ぬ

初
蝶
に
風
の
段
差
の
あ
り
に

け
り

林
　
な
つ
を

初
蝶
の
す
で
に
花
の
香
ま
み

れ
か
な

初
蝶
に
殊
更
碧
（
あ
お
）
き

加
賀
の
空

奥
野
　
千
秋

お
別
れ
の
行
事
の
続
く
卒
業

期

桜
雛
吉
野
人
た
る
矜
恃
か
な

北
浦
賀
代
子

末
黒
山
弦
月
高
く
掲
げ
け
り

そ
の
中
の
黄
色
濃
か
り
き
春

の
虹

中
江
　
司
郎

外
し
た
る
絃
の
巻
癖
鳥
帰
る

陸
め
ざ
し
ゐ
る
啓
蟄
の
水
輪

か
な

西
上
　
邦
子

春
宵
や
女
性
弦
楽
五
重
奏

春
の
鯉
跳
ね
し
水
音
重
た
く

て

明
円
の
ぼ
る

春
雷
熱
あ
る
顔
を
さ
し
だ
せ

る雁
の
棹
ひ
と
り
遊
び
の
男
の

子

９
４
０
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
）
の
賑

や
か
に
図
案
化
さ
れ
た
宣
伝

盃
、
当
時
と
し
て
は
ロ
ー
マ

字
の
入
っ
た
盃
な
ど
は
大
変

珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
札

幌
五
輪
盃
徳
利
（
盃
径
４
・

０
㎝
徳
利
高
　
・
０
㎝
）
幻

１５

の
札
幌
五
輪
に
ち
な
ん
だ
大

変
珍
し
い
鈴
蘭
型
の
盃
と
瓢

箪
型
徳
利
、
酒
造
会
社
の
宣

伝
用
で
あ
り
酒
を
入
れ
て
販

売
し
て
い
た
ら
し
い
。
徳
利

に
五
輪
マ
ー
ク
が
入
り
ス
キ

ー
競
技
の
模
様
が
立
体
的
に

彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
当
時

は
夏
季
五
輪
～
冬
季
五
輪
は

同
じ
国
同
じ
年
で
行
わ
れ
て

い
た
。
因
み
に
此
の
札
幌
の

酒
造
メ
ー
カ
ー
を
尋
ね
当
て

る
事
が
出
来
た
が
、
既
に
昭

和
三
十
年
代
に
廃
業
し
た
そ

う
で
あ
る
。

　
ロ
ン
ド
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、
７
月
　
日
、
日
本
選
手

２７

の
ご
活
躍
お
祈
り
致
し
ま

す
。

（
東
京
都
組
合
）

い
、
国
際
的
平
和
の
祭
典
、

東
京
、
札
幌
五
輪
、
各
国
の

技
術
水
準
を
示
す
祭
典
万
博

博
覧
会
が
中
止
さ
れ
皇
紀
２

６
０
０
年
祭
が
（

金
ん
し

輝
く
日
本
の
栄
え
あ
る
光
身

に
受
け
て
…
紀
元
は
２
６
０

０
年

）
軍
歌
を
歌
い
な
が

ら
提
灯
行
列
、
花
電
車
な
ど

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
国
家

総
動
員
体
制
へ
と
進
み
、
そ

の
昭
和
史
の
重
要
な
転
換
点

と
な
っ
た
。
支
那
事
変
を
記

念
す
る
盃
に
幻
の
証
拠
と
も

い
え
る
鉄
兜
、
日
章
旗
、
凱

旋
記
念
の
図
柄
が
描
か
れ
て

い
る
。
商
魂
逞
し
い
民
間
業

者
に
一
早
く
大
量
に
作
ら
れ

た
盃
。
又
は
様
々
な
記
念
品

が
東
京
、
札
幌
五
輪
、
万
国

博
の
中
止
と
い
う
結
果
に
な

ろ
う
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
事

態
に
な
っ
た
。
こ
の
様
な
重

大
な
歴
史
的
証
拠
品
が
現
在

で
も
骨
董
店
の
雑
多
品
の
中

に
見
か
け
る
事
が
あ
り
、
ち

ょ
い
と
探
し
て

見
る
も
一
興
で

あ
る
。
支
那
事

変
凱
旋
記
念
盃

（
経
５
・
５
㎝
）

裏
に
（
Ｏ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
）

と
五
輪
マ
ー
ク

が
見
え
る
、
皇

紀
２
６
０
０
年

（
経
６
・
５
㎝
、

高
６
・
０
㎝
）

五
輪
マ
ー
ク
、

ロ

ー

マ

字

の

（
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｉ

Ｋ

Ｕ
）（
１

　
昭
和
　
年
（
１
９
３
６
年
）

１１

ド
イ
ツ
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
次

回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
昭
和
　１５

年
（
１
９
４
０
年
）
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に
日
本
を

応
援
し
て
い
た
。
米
英
と
の

対
立
激
化
を
招
き
太
平
洋
戦

争
の
要
因
に
も
な
っ
た
日
独

伊
三
国
の
軍
事
同
盟
が
締
結

さ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。

当
時
開
催
国
最
有
力
候
補
地

は
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
で

あ
っ
た
。
日
本
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
委

員
は
イ
タ
リ
ア
首
相
ム
ソ
リ

ー
ニ
に
直
談
判
、
ド
イ
ツ
ヒ

ト
ラ
ー
の
推
挙
を
受
け
イ
タ

リ
ア
の
立
候
補
を
取
り
下
げ

て
も
ら
う
こ
と
に
成
功
す

る
。
そ
し
て
日
本
政
府
は
同

時
期
に
万
国
博
覧
会
：
神
武

天
皇
即
位
か
ら
の
皇
紀
２
６

０
０
年
祭
の
開
催
を
軍
部
は

戦
意
高
揚
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
。
そ
し
て
昭
和
　

年
１２

（
１
９
３
７
）
年
勃
発
の
、

日
中
戦
争
の
泥
沼
化
に
伴

　
　
～
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
～

平
和
祭
典
盃篠

田
  恒
男

投稿
旺

王

欧

翁

横横

横横
殴 殴

または

東
浴
信
用
組
合常

勤
理
事

（

）
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陣

尋
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尋
尋
尋
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尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋
尋

平成２４年５月１日現在

い
る
か
の
よ
う
だ
。

　
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
に
お
店
づ

く
り
の
方
法
論
を
聞
け
ば
、

ズ
バ
リ
「
銭
湯
ら
し
く
な
い

銭
湯
の
イ
メ
ー
ジ
を
自
身
で

考
え
、
設
計
士
に
伝
え
た
」

と
の
お
答
え
。
合
理
性
や
経

済
性
を
考
え
る
と
、
な
か
な

か
思
い
切
っ
た
普
請
が
難
し

い
の
が
銭
湯
空
間
で
あ
る

が
、
松
乃
湯
の
あ
り
方
は
そ

れ
に
と
ら
わ
れ
な
い
経
営
発

想
を
示
し
て
い
る
例
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
年
　１０

月
に
は
、
新
た
に
炭
酸
泉
が

半
露
天
部
の
浴
槽
に
導
入
さ

れ
た
。
松
乃
湯
の
挑
戦
は
続

く
。

文
・
今
井
健
太
郎

場
の
床
中
央
に
常
時
湯
が
流

れ
る
よ
う
に
配
管
が
な
さ
れ

た
設
備
も
通
常
で
は
見
ら
れ

な
い
設
備
だ
し
、
浴
槽
の
笠

木
（
浴
槽
縁
の
最
上
部
）
が

水
平
で
は
な
く
、
斜
め
に
施

工
さ
れ
て
い
る
の
も
珍
し

い
。
店
の
入
り
口
に
お
い
て

は
屋
号
が
ど
こ
に
も
見
当
た

ら
ず
、
代
わ
り
に
巨
大
な
招

き
猫
が
お
客
さ
ん
を
招
き
入

れ
て
い
る
。
ま
る
で
銭
湯
の

既
存
イ
メ
ー
ジ
に
挑
戦
し
て

か
し
、
そ

の
「
標
準
」

が
当
て
は

ま
ら
な
い

の
が
、
松

乃
湯
の
空

間

で

あ

る
。
　
ま
ず
目
に
付
く
の
が
、
洗

い
場
の
蛇
口
と
蛇
口
の
間

隔
。
昔
な
が
ら
の
寺
社
造
り

の
木
造
銭
湯
な
ど
で
は
　
㎝
６５

で
あ
っ
た
。
現
代
的
に
改
修

す
る
場
合
、　

㎝
と
い
う
の

７５

が
一
般
的
な
寸
法
で
、
多
く

の
銭
湯
で
は
こ
の
寸
法
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

松
乃
湯
で
は
１
ｍ
も
の
間
隔

が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
は
郊
外
の
大
型
浴
場
な

み
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
ス
ケ
ー
ル

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
言

え
ば
、
浴
室
の
中
央
に
配
置

さ
れ
た
吹
抜
け
空
間
が
特
徴

的
。
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
用

い
た
窓
が
あ
る
半
屋
内
空
間

に
は
、
３
種
類
も
の
浴
槽
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も

町
中
に
あ
る
普
通
の
銭
湯
の

標
準
を
大
き
く
超
え
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
他
、
床
を
冷
た
く
感

じ
さ
せ
な
い
た
め
に
、
洗
い

空
間
の
各
部
位
に
標
準
的
な

納
ま
り
や
寸
法
が
あ
る
。
し

　
銭
湯
に
は
、
良
く
も
悪
く

も
機
能
性
や
合
理
性
か
ら
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
銭
湯

松
乃
湯
（
練
馬
区
）

絹
県

牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽
牽

は
「
女
湯
か
ら
は
気
分
良
さ

そ
う
な
歌
が
聞
こ
え
て
き
た

も
ん
だ
。
週
４
、
５
日
は
通

っ
た
。
楽
し
い
場
所
だ
っ
た

の
に
、
さ
み
し
い
ね
え
」
と

残
念
が
っ
て
い
た
。

　
竹
の
湯
の
玉
島
正
弘
さ
ん

（
　
）
は
「
銭
湯
は
ゆ
っ
た

７０
り
言
葉
を
交
わ
し
、
裸
で
付

き
あ
え
る
場
所
だ
が
、
経
営

は
厳
し
い
。
で
も
、
私
の
体

が
続
く
限
り
、
み
や
こ
湯
さ

ん
の
分
も
頑
張
り
続
け
た

い
」
と
話
し
た
。

（
京
都
新
聞
よ
り
）

水
が
な
け
れ
ば
こ
こ
ま
で
続

か
な
か
っ
た
。
も
う
体
調
も

経
営
も
厳
し
い
」
と
話
す
。

　
３
月
下
旬
、
感
謝
を
込
め

て
入
浴
料
を
無
料
に
し
、
多

く
の
常
連
客
が
集
ま
っ
た
。

　
年
通
い
続
け
た
柴
田
源
二

３０郎
さ
ん
（
　
）
＝
古
世
町
＝

９７

　
亀
岡
の
銭
湯
の
一
つ
、「
み

や
こ
湯
」（
京
町
）
が
３
月
末

で
約
１
０
０
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
。
家
業
を
守
っ

て
き
た
竹
田
弘
さ
ん（
　
）が

８０

体
を
壊
し
、
苦
渋
の
決
断
だ

っ
た
。
府
公
衆
浴
場
業
生
活

衛
生
同
業
組
合
に
加
盟
す
る

銭
湯
は
、
丹
波
２
市
１
町
で

「
竹
の
湯
」（
亀
岡
市
西
町
）

の
１
軒
だ
け
に
な
っ
た
。

　
同
組
合
加
盟
の
銭
湯
は
、

昭
和
　
年
代
ま
で
は
亀
岡
市

４０

内
に
６
軒
あ
っ
た
が
、
こ
の

　
年
間
で
２
軒
に
減
っ
た
。

３０５
年
前
に
は
南
丹
市
内
で
唯

一
残
っ
て
い
た
銭
湯
も
廃
業

し
た
と
い
う
。

　
み
や
こ
湯
の
ル
ー
ツ
は
、

大
正
時
代
初
期
の
長
屋
の
共

同
浴
場
。
１
９
２
７
年
ご

ろ
、
竹
田
さ
ん
の
親
戚
が
当

時
の
経
営
者
か
ら
引
き
継
い

だ
と
い
う
。
男
湯
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
山
と
湖
、
女
湯
は

熱
帯
魚
の
タ
イ
ル
絵
。
地
下

水
を
利
用
し
た
清
潔
な
湯
が

評
判
だ
っ
た
。

　
竹
田
さ
ん
は
　
年
に
家
業

７６

を
継
ぎ
、
守
っ
て
き
た
。
持

病
の
ぜ
ん
そ
く
に
加
え
、
１

月
に
か
ぜ
が
悪
化
し
て
入

院
。
心
臓
の
不
調
も
見
つ
か

り
、
引
退
を
決
め
た
。「
井
戸

み
や
こ
湯
、　
年
の
歴
史
に
幕

１００
丹
波
地
域
・
残
り
１
軒

受
賞
作
を
プ
ロ
が
口
演

「
全
日
本
紙
芝
居
コ
ン
テ
ス
ト
」

衣
装
で
熱
演
し
た
。

　
協
賛
し
て
い
る
銭
湯
の
業

界
団
体
・
全
国
公
衆
浴
場
業

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会

が
選
ぶ
「
協
賛
部
門
」
の
大

賞
は
、
ジ
ミ
ー
須
田
さ
ん

（
千
葉
県
）
の
「
銭
湯
へ
い

こ
う
！
」
。
父
と
子
が
初
め

て
の
銭
湯
体
験
を
通
じ
て
絆

を
深
め
る
物
語
を
、
声
優
の

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
さ
ん
が
演
じ

た
。
　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
荒

川
発
の
文
化
を
広
め
よ
う
と

区
地
域
振
興
公
社
が
公
募
し

た
「
あ
ら
か
わ
文
化
イ
ベ
ン

ト
企
画
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
〇
一
一
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ

に
選
ば
れ
た
企
画
。
提
案
者

は
区
内
で
紙
芝
居
道
場
を
開

く
漫
画
家
と
紙
芝
居
師
集
団

の
会
社
「
漫
画
家
学
会
」。

（
東
京
新
聞
よ
り
）

　
紙
芝
居
発
祥
の
地
と
さ
れ

る
荒
川
区
で
、
第
１
回
全
日

本
紙
芝
居
・
作
品
コ
ン
テ
ス

ト
（
同
区
地
域
振
興
公
社
・

漫
画
家
学
会
共
催
）
の
審
査

結
果
が
発
表
さ
れ
、
プ
ロ
の

紙
芝
居
師
が
会
場
の
ム
ー
ブ

町
屋
ホ
ー
ル
で
、
受
賞
作
品

を
口
演
し
た
。

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
二
十

七
作
品
の
う
ち
、
一
般
部
門

の
対
象
は
佐
貫
シ
キ
さ
ん

（
千
葉
県
）
の
「
天
狗
（
て

ん
ぐ
）
の
実
」。
天
狗
が
好
物

と
い
う
赤
い
実
を
食
べ
た
男

が
、
体
が
ふ
わ
り
と
浮
き
上

が
り
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
ぬ
よ

う
踏
ん
張
る
う
ち
に
真
っ
赤

な
タ
コ
に
変
身
す
る
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
を
民
話
調
に
描
い

た
。
声
優
で
紙
芝
居
師
の

「
か
っ
ち
ゃ
ん
」
こ
と
須
田

勝
也
さ
ん
が
自
前
の
天
狗
の

ク
リ
ン
ク
リ
ン
に
し
た
。
今

こ
こ
に
居
な
い
け
ど
、
北
村

（
一
輝
）
は
顔
が
濃
い
か
ら

パ
ー
マ
を
か
け
な
く
て
も
ロ

ー
マ
人
に
な
れ
る
ん
だ
よ

な
」
と
話
し
、
話
題
が
「
こ

の
３
人
の
中
で
誰
が
１
番
顔

が
濃
い
の
か
」
へ
移
る
と
、

阿
部
は
「
こ
の
話
に
な
る
と

『
俺
じ
ゃ
な
い
』
っ
て
い
つ

も
ケ
ン
カ
に
な
る
ん
で
す

よ
」
と
苦
笑
。
そ
れ
に
対
し

上
戸
は
、「
現
場
で
い
つ
も

こ
の
話
に
な
る
ん
で
す
け

ど
、
い
つ
も
心
の
中
で
『
み

ん
な
一
緒
だ
よ
ー
』
っ
て
思

っ
て
ま
し
た
」
と
バ
ッ
サ
リ

言
い
、
さ
ら
に
「
現
地
の
人

よ
り
も
遙
か
に
濃
か
っ
た
」

と
暴
露
し
て
会
場
の
笑
い
を

誘
っ
た
。

　
本
作
の
撮
影
は
イ
タ
リ
ア

の
ロ
ー
マ
に
あ
る
映
画
撮
影

所
、
チ
ネ
チ
ッ
タ
で
約
１
０

０
０
人
の
現
地
エ
キ
ス
ト
ラ

と
巨
大
な
古
代
ロ
ー
マ
の
セ

ッ
ト
で
行
わ
れ
た
。
阿
部

は
、「
セ
ッ
ト
が
壮
大
で
、
こ

れ
は
日
本
映
画
じ
ゃ
な
い
と

思
い
ま
し
た
」と
振
り
返
り
、

最
後
に
「
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ

ン
コ
メ
デ
ィ
で
す
が
、
思
っ

た
以
上
に
ス
ケ
ー
ル
の
あ
る

大
作
に
仕
上
が
り
ま
し
た
」

と
自
信
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル

し
た
。（

ぴ
あ
映
画
生
活
よ
り
）

　
人
気
コ
ミ
ッ
ク
を
実
写
映

画
化
し
た
『
テ
ル
マ
エ
・
ロ

マ
エ
』
の
完
成
報
告
会
見
が

　
日
に
東
京
・
蔵
前
の
銭
湯偐

２２梅
の
湯
做
で
行
わ
れ
、
主
演

の
阿
部
寛
、
上
戸
彩
、
市
村

正
親
、
宍
戸
開
ら
が
登
場
し

た
。
　
本
作
は
、
古
代
ロ
ー
マ
帝

国
の
風
呂
専
門
の
設
計
技
師

・
ル
シ
ウ
ス
（
阿
部
）
が
浴

場
の
ア
イ
デ
ア
に
悩
ん
だ

末
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
現

代
日
本
の
銭
湯
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、
古
代

ロ
ー
マ
と
現
代
日
本
を
行
き

来
し
な
が
ら
、
彼
が
偐
平
た

い
顔
族
做
と
称
す
る
現
代
の

日
本
人
と
交
流
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
風
呂
文
化
の
違
い

を
掘
り
出
す
物
語
。

　
銭
湯
で
の
会
見
に
阿
部

は
、「
天
井
が
高
く
て
、（
背

が
大
き
い
）
僕
に
と
っ
て
は

嬉
し
い
。偐
和
做
の
雰
囲
気

と
、
カ
メ
ラ
の
機
械
的
な
感

じ
は
今
ま
で
に
見
た
こ
と
が

な
い
か
ら
面
白
い
で
す
ね
」

と
コ
メ
ン
ト
。
上
戸
ら
も

「
子
供
の
頃
を
思
い
出
す
」

や
「
料
金
が
昔
よ
り
高
く
な

っ
た
よ
ね
」
な
ど
と
銭
湯
話

で
盛
り
上
が
っ
た
。
本
作
で

偐
顔
が
濃
い
做
と
い
う
理
由

で
ロ
ー
マ
人
役
を
演
じ
た
阿

部
、
市
村
、
宍
戸
は
役
づ
く

り
に
あ
た
り
、「
髪
の
毛
を

銭
湯
で
行
わ
れ
た
映
画

『
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
』の
会
見
に

阿
部
寛
、上
戸
彩
ら
が
登
場

イ
レ
ズ
ミ
を
し
た
客
が
い
た

り
、
客
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
を

目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
程

度
の
差
は
あ
り
ま
す
が
緊
張

感
が
走
り
ま
す
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は

最
低
限
の
要
求
で
す
。

　
最
近
は
銭
湯
巡
り
を
趣
味

に
し
た
り
、
研
究
の
対
象
と

す
る
人
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
筆
者
も
全
浴
新
聞
を
購

読
し
た
り
、
銭
湯
関
連
の
図

書
が
出
版
さ
れ
れ
ば
購
入
し

た
り
す
る
あ
た
り
、
そ
の
類

に
属
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
で
も
そ
の
よ
う
な
人
た

ち
は
少
数
で
す
。
収
入
に
占

め
る
割
合
は
ご
く
少
な
い
で

し
ょ
う
。
地
域
性
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
銭
湯
は
本
来
、
地
域
の
人

た
ち
が
汚
れ
を
落
と
し
、
疲

れ
を
癒
し
に
来
る
と
こ
ろ
で

す
。
家
庭
風
呂
で
は
味
わ
え

な
い
解
放
感
を
求
め
に
来
る

の
で
す
。
そ
れ
が
満
た
さ
れ

な
け
れ
ば
、
足
が
遠
の
き
ま

す
。
昔
と
違
い
現
在
で
は
代

用
す
る
も
の
は
あ
る
の
で

す
。
銭
湯
経
営
者
の
皆
さ
ん

は
、
鋭
く
観
察
し
想
像
を
た

く
ま
し
く
し
て
、
地
域
住
民

の
要
望
を
汲
み
取
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
銭
湯
は
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

に
よ
く
登
場
し
、
街
の
紹
介

番
組
に
も
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
爆
発
的
な
売
れ
行
き
を

示
し
た
『
テ
ル
マ
エ
・
ロ
マ

エ
』
の
映
画
化
な
ど
、
銭
湯

業
界
に
は
一
見
追
い
風
が
吹

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
し
か
し
実
際
に
は
軒
数

減
少
の
流
れ
は
止
み
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
何
か
反
省
す
る

点
は
な
い
か
、
問
い
直
す
こ

と
は
な
い
か
と
思
う
次
第
で

す
。
大
好
き
な
銭
湯
が
こ
れ

以
上
減
ら
な
い
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

　
　
神
奈
川
県
横
浜
市

　
　
　
　
　
　
　
原
　
龍
也

か
ら
顔
を
し
か
め
て
上
が

り
、
そ
の
ま
ま
黙
っ
て
帰
っ

て
し
ま
う
客
が
多
い
よ
う
で

す
。
も
う
二
度
と
来
な
い
の

で
は
と
、
心
配
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
銭
湯

の
温
度
管
理
を
見
習
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

②
カ
ラ
ン
は
十
分
な
量
の
湯

と
水
が
出
る
こ
と
。

　
水
垢
混
じ
り
の
湯
が
出
る

所
も
あ
り
ま
す
。
か
な
り
気

持
ち
が
悪
い
も
の
で
す
。

③
シ
ャ
ワ
ー
は
適
温
の
湯
が

た
っ
ぷ
り
と
出
る
こ
と
。

　
シ
ャ
ン
プ
ー
を
洗
い
流
す

と
き
、
贅
沢
に
シ
ャ
ワ
ー
が

使
え
る
の
は
銭
湯
な
ら
で
は

で
す
。
目
づ
ま
り
を
起
こ
し

て
い
る
の
に
当
た
る
と
が
っ

か
り
し
ま
す
。

④
鏡
が
磨
か
れ
て
い
る
こ

と
。
　
髭
を
剃
る
と
き
写
り
が
悪

い
と
、
目
を
つ
む
っ
て
カ
ミ

ソ
リ
を
使
っ
て
い
る
の
と
同

じ
で
す
。

⑤
掃
除
が
行
き
届
い
て
い

て
、
清
潔
感
が
あ
る
こ
と
。

　
古
い
銭
湯
が
不
潔
で
、
新

し
い
所
が
清
潔
だ
な
ど
と
い

う
こ
と
で
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
浴
室
の
床
に
濡
れ
た
ゴ

ミ
が
放
置
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
も
嫌
な
も
の
で
す
。

⑥
湯
気
抜
き
が
十
分
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

　
ビ
ル
銭
湯
は
大
抵
天
井
が

低
い
造
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
換
気
扇
の
換
気
能
力
が

不
足
し
て
い
る
と
、
浴
室
全

体
が
サ
ウ
ナ
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
、
の
ぼ
せ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
爽
快
感
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
。

⑦
リ
ラ
ッ
ク
ス
感
が
あ
る
こ

と
。
　
言
い
替
え
れ
ば
緊
張
感
が

無
い
こ
と
で
す
。
威
嚇
的
な

　
三
月
二
十
七
日
、
藤
沢
市

の
栄
湯
湘
南
館
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
製
作
に
よ
る
映
画
の
上
映

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
事
前

に
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
銭
湯
の

Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
は
成
功
し

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
作

品
発
表
の
場
を
、
銭
湯
が
提

供
し
た
と
い
う
点
で
も
、
意

義
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ア
ー
ト
展
や
ラ
イ
ブ
な

ど
、
今
ま
で
も
た
く
さ
ん
の

事
例
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ

と
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
渡
っ

て
銭
湯
の
ス
ペ
ー
ス
が
活
用

さ
れ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
と
っ
て
発

表
の
場
が
あ
る
と
い
う
の

は
、
大
い
に
励
み
に
な
る
こ

と
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
た
だ
し
、
銭
湯
は
本
来
入

浴
の
場
で
す
。
し
か
し
近
頃

で
は
、
そ
の
こ
と
が
忘
れ
ら

れ
て
い
る
の
で
は
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
入

浴
客
が
銭
湯
に
望
む
こ
と
を

次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
筆
者
の
個

人
的
体
験
に
基
づ
く
私
見
で

す
。
筆
者
は
、
最
近
は
週

一
、
二
回
で
す
が
、
約
四
十

年
に
わ
た
っ
て
銭
湯
に
通
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
何

気
な
く
見
聞
き
し
た
こ
と

や
、
密
か
に
観
察
し
た
こ
と

な
ど
も
、
無
意
識
の
内
に
練

り
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
故
、
一
般
性
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。

①
浴
槽
内
に
は
適
温
の
湯
が

た
っ
ぷ
り
と
あ
る
こ
と
。

　
ぬ
る
過
ぎ
る
湯
に
は
、
最

近
お
目
に
か
か
ら
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
熱
す
ぎ
る
湯
は

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前

の
客
は
そ
の
場
合
水
で
埋

め
、
番
台
に
苦
情
を
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
浴
槽

入
浴
客
が
銭
湯
に
望
む
こ
と
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